
一般口演 B4（中枢）
15:00 ‒ 16:00
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B4-4 マウス側坐核のEgr1ノックダウンは、グルタミン酸作動性シナ
プス関連遺伝子を含めた多くの遺伝子発現を変化させ、コカイン
誘発性運動感作の形成を阻害する

15:36 – 15:48
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B4-1 脳内α7型ニコチン受容体刺激による排尿抑制を脳内一酸化窒
素は抑制性に制御する15:00 – 15:12
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B4-2 脳梗塞モデルマウスの機能障害に対するオキシトシンの有効性
についての検討15:12 – 15:24
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B4-3 カンナビノイドCB1受容体の機能不全はオキシトシンおよびコ
ルチコステロン分泌制御を介した自閉スペクトラム症様行動の
発現に関与する

15:24 – 15:36
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B4-5 グレリンは、Rett症候群のモデルマウスであるMecp2欠損マ
ウスにおいて、前頭前野（PFC）のD1受容体シグナル伝達を
介してドーパミン刺激応答を回復させ、認知機能障害を改善する.

15:48 – 16:00
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